
  桐 生 市 立 商 業 高 等 学 校 （ 全 日 制 ）                                      学 校 評 価 一 覧 表 ② （平成３１年度（令和元年度）版）     （様式２）   No.1 

 

 
羅  針  盤 

 
達 成 度 

改 善 状 況 の ま と め 学 校 関 係 者 評 価 次 年 度 の 課 題 
 

評 価 対 象 
 

 
評 価 項 目 

 

 
具 体 的 数 値 項 目 

 
① ② 総合 

 
Ⅰ 特色ある学校
づくりに努めて
いますか。 

 
 

 
１ 特色ある教育
活動を行ってい
ますか。 

 
 

 
①ＩＣＴ教育を推進している本校の教育活動に積極
的に取り組んでいると自己評価している生徒が75
％以上である。 

Ａ Ａ Ａ 

授業に積極的に取り組んでいる生徒
の割合は高いが、家庭での学習状況は
期待通りではない。家庭学習に取り組
ませる工夫が必要である。 
運動部・文化部の積極的な活動を今

後も学校全体で推進していく。 

 自己育成能力の向上として、自分で学び
たくなる授業の工夫をして欲しい。 
 部活動での活躍を通して、教育の質や充
実度がしっかりと伝わっている。 

授業に積極的に取り組んでいる
生徒の割合は高いが、家庭での学習
状況は期待通りではない。家庭学習
に取り組ませる工夫が必要である。 
運動部、文化部とも上位大会で活

躍した。充実した部活動ができるよ
う学校全体で推進する。 

 
②部活動を推進している本校の取り組みに所属生徒
の75％以上が積極的である。 Ａ Ａ Ａ 

 
Ⅱ 生徒の意欲的
な学習活動につ
いて適切な指導
をしていますか。 

 
２ 生徒の実態に
応じた指導を行
っていますか。 

 

 
③「授業が分かりやすい」と生徒の80％以上が答え
ている。 

Ａ Ａ Ａ 
学習につまづきのある生徒の実態を

把握し、個別指導を行うなど対策を行
う。きめ細かく丁寧な指導を実践し、
学力向上を目指していく。 
難易度の高い資格取得に挑戦する生

徒のための支援体制を整えていく。 
 

 取得した様々な資格が職場でも生かさ
れているので、今後も人材育成を継続して
欲しい。 
 生徒指導あっての学習指導である。しっ
かりとした生徒指導を今後も継続し、最低
限の桐商としてのレベルを保った指導を
していくとよい。 
 個性を認めることも大切であるが、悪い
ものは悪いと教えることが大切である。 
 マナーアップは、玄関から玄関までのマ
ナー向上を目的に作られたものであるこ
とを再確認し、交通安全指導の徹底をお願
いしたい。命の落とすことのないように、
自転車での交通マナーの向上をお願いし
たい。 

学力向上のため、きめ細かく丁寧
な指導を粘り強く繰り返していく。 
資格を取得することが、進路選択

の幅を広げる事を意識させ、資格取
得も可能な授業の工夫、改善を行っ
ていく。 
生徒会が主体的に各種行事で取

り組める環境作りや改善を進めて
いく。 
毎朝の登校時指導や集会時に挨

拶やマナーに触れることにより、生
徒の意識が高まっている。今後も継
続して実施していく。 

 

 
④資格取得に向けた指導に生徒の85％以上が意欲的
に取り組んでいる。 

Ａ Ａ Ａ 

  
３ 生徒は確かな
学力を身につけ
ていますか。 

 

 
⑤学習に対する達成感・満足感をもっている生徒が 
75％以上である。 Ａ Ａ Ａ 

 

⑥全商関係の検定試験合格率が70％以上である。 Ｂ Ｄ Ｃ 

Ⅲ 生徒の充実し
た学校生活につ
いて適切な指導
をしていますか。 

 

 
４ 組織的・継続的
な指導を行って
いますか。 

 

 
⑦学年会議・校務運営委員会・職員会議等で生徒に
関する情報交換を毎週実施し、教職員の連携強化を
図っている。 

Ａ Ａ Ａ 

支援を必要とする生徒について情報
交換を行い、スクールカウンセラー、
教育相談等との連携を密にしていく。 
毎朝の登校時指導や集会時に挨拶や

マナーに触れることにより、生徒の意
識が高まっているので、今後も継続し
て実施していく。 
施設委員を活用し校内巡視や点検、

清掃用具の整備等を行い、校内の美化
活動の推進を図っていく。 

  
⑧生徒会行事や各種専門委員会など、生徒会活動が
充実していると評価した生徒が70％以上である。 

Ａ Ａ Ａ 

 
⑨校内の美化・安全点検を各学期に１回以上実施し
ている。 

Ａ Ｃ Ｂ 

 
５ 生徒は健康で、
規則正しい学校
生活を送ってい
ますか。 

 

 
⑩家庭との連携を密にして欠席率・遅刻率が1.0％以
下である。 

Ａ Ａ Ａ 
 

 

 
⑪挨拶や服装、遅刻防止指導など学校の生活指導は
充実していると感じている生徒が85％以上である。 

Ａ Ａ Ａ 

 

 

 ６ 学校はいじめの

防止や早期発見に

向けた取組を積極

的に行っています

か。 

 
⑫「学校は、いじめ防止や早期発見に向けて取り組
みを積極的に行っている」と認識している生徒が 

Ａ Ａ Ａ 

 いじめは問題の把握が難しいが、ア
ンケート等を利用し、早期発見・早期
対処を心がけ、いじめの芽を摘んでい
く。 

ＳＮＳの利用について、子ども達に考え
させる必要があると思う。いじめ問題の把
握が難しくなり、大変だと思うが、対応を
しっかりと行い、十分な見守り体制を整え
て欲しい。 

ＳＮＳの利用など、情報モラル教
育を強化していく。 
今後もアンケートや面談等でい

じめを早期発見し、問題が大きくな
る前に芽を摘んでいく。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



   桐 生 市 立 商 業 高 等 学 校 （ 全 日 制 ）                                     学 校 評 価 一 覧 表 ② （平成３１年度（令和元年度）版）    （様式１）   No.2 
 

羅  針  盤 達 成 度 

改 善 状 況 の ま と め 学 校 関 係 者 評 価 次 年 度 の 課 題  
評 価 対 象 

 

 
評 価 項 目 

 

 
具 体 的 数 値 項 目 

 
① ② 総合 

 
Ⅳ 生徒の主体的
な進路選択につい
て適切な指導をし
ていますか。 

 
７ 計画的な指導を
行っていますか。 

 

 
⑬学校から提供される進路情報が役立っていると評
価する生徒が80％以上である。 

Ａ Ａ Ａ 
１・２年生を対象とした進路ガイダ

ンスや３年生が自らの進路体験を語る
会を実施し、低学年から進路の意識を
高める取り組みをしていく。 
また、「進路たより」の発行を今後

も継続して行い、進路に関する情報発
信を行っていく。 
挨拶をはじめ社会人としての心構え

など学校生活全般から学ばせる指導を
継続し、意識付けを図る。 

 進路先での定着率を把握するは難しい
と思うが、追跡調査をしてもよいのでは
ないか。 
 進学指導だけでなく公務員試験の対策
等、きめ細かい指導を行っている様子が
うかがえる。今後も生徒の進路実現のた
め継続して欲しい。 

 １・２年生の進路意識を高めるた
め、今後も情報発信や進路計画を学
年団と連携して進めていく。 
 地元企業について知る機会である
ビジネスマッチングフェアの参加に
際し、企業に関しての理解を深める
ため事前学習の充実を図る。 

 

 
⑭進路通信を年間１０回以上発行し､生徒･保護者へ
タイムリーな情報を提供している。 

Ａ Ａ Ａ 

 
８ 生徒は自らの進
路について真剣に
考え、その実現に向
けて取り組んでい
ますか。 

 

 
⑮「自己の生き方」と「将来の職業」との関連につ
いて真剣に考えている生徒が80％以上である。 

Ａ Ａ Ａ 

 
⑯進路実現に向けて積極的に取り組んでいる生徒が 
80％以上である。 

Ａ Ａ Ａ 

 
Ⅴ 開かれた学校
づくりに努めてい
ますか。 

 

 
９ 家庭、地域社会
に積極的に情報発
信をしていますか。 

 
⑰学年別保護者会に積極的に参加している保護者が 
95％以上である。 

Ａ Ａ Ａ 
保護者会の出席が、１学年234/241で

97.1％、２学年224/233で96.1%、３学
年231/239で96.7％がであった。生徒へ
の配布物の周知等、ふれあいメールの
活用をしていく。 
商業科の授業で実施した「地域連携

課題解決プロジェクト」や学校行事、
生徒の活躍の様子などを積極的にホー
ムページに掲載し、情報発信を行って
いく。 

 

 ＰＴＡ役員が中心となり、先生方の意
見を交換しながら、よりよいＰＴＡ活動
ができるようにしたい。 
  

 学校行事や生徒の活躍の様子をホ
ームページに掲載し、情報発信を継
続して行っていく。 
 オープンスクールでの読み聞かせ
の会やカルチャー教室でのクリスマ
スケーキ作り等を通じて地域との交
流を図っていく。 

 
⑱学校説明会、オープンスクール、保護者参加事業
等で学校の教育活動を理解できたと感じる参加者
の割合が90％以上である。 

Ａ Ａ Ａ 

 


